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3-2　国際交流と国際共同研究
3-2-1　外国人客員部門等及び国際交流

分子科学研究所では，世界各国から第一線の研究者を招き外国人研究職員として雇用したり，各種の若手研究者育

成プログラムを活用し，諸外国から若手の研究者を受け入れて研究活動に参画させるなど，比較的長期間にわたる研

究交流を実施している。また，当研究所で開催される国際研究集会等に参加する研究者や，研究現場，施設・設備の

視察に訪れる諸外国行政機関関係者等，多くの短期的な訪問も受けて活発な国際交流が行われている。

表 1　国際交流協定締結一覧

相手方機関名 国名 協定書等名 主な内容 締結年月日 有効期限

フランス国立パリ高等化学学校 フラン
ス

自然科学研究機構分子科学研
究所とフランス国立パリ高等
化学学校との分子科学分野に
おける共同研究に関する覚書

情報交流，共同研究，研究交
流，会議，シンポジウム，セ
ミナーへの研究者派遣

2019.10.23 2024.10.22

ベルリン自由大学 ドイツ

自然科学研究機構分子科学研
究所とベルリン自由大学との
分子科学分野における日独共
同研究プロジェクトに関する
協定

放射光施設における分子科学
分野の学術推進と共同研究の
実施

2019.  6.21 2022.  6.20

ぺーター・グリュンベルグ研究所 ドイツ

ユーリヒ総合研究機構ぺー
ター・グリュンベルグ研究所と
自然科学研究機構分子科学研
究所との間の分子・材料科学に
おける共同研究プロジェクト
に関する覚書

放射光施設における分子科学
分野の学術推進と共同研究の
実施

2018.10.  1 2023.  9.30

マックス‐プランク協会フリッツ
‐ハーバー研究所（物理化学領域） ドイツ

分子科学研究所とマックス‐
プランク協会フリッツ‐ハー
バー研究所（物理化学領域）
との協定

学術交流及び共同研究等の実
施 2021.  5.10 2024.  5.  9

オウル大学 フィン
ランド

自然科学研究機構分子科学研
究所とオウル大学との学術連
携に関する覚書

分子科学及び物質物理学の学
術連携及び共同研究等の実施 2021.  5.10 2024.  5.  9

固体表面物理化学国家重点実験室 中国
自然科学研究機構分子科学研
究所と固体表面物理化学国家
重点実験室との協定

分子科学の学術推進と共同研
究の実施 2019.12.23 2024.12.22

成均館大学 韓国
自然科学研究機構分子科学研
究所と成均館大学化学科との
分子科学分野における共同研
究に関する覚書

分子科学分野における学術交
流及び共同研究等の実施 2018.  4.  1 2022.  3.31

韓国化学会物理化学ディビジョン 韓国
分子科学研究所と韓国化学会物
理化学ディビジョンとの日韓分
子科学合同シンポジウムに関す
る覚書

日韓の分子科学分野の先導的
研究者が集まるシンポジウム
を定期的に開催し，両国の分
子科学の発展に資する

2018.10.22 2022.10.21

中央研究院原子與分子科学研究所 台湾
分子科学研究所と中央研究院
原子與分子科学研究所との間
の分子科学における協力に関
する覚書

共同研究（物質関連分子科学，
原子，分子との光科学，理論
と計算の分子科学）

2020.  1.12 2023.  1.11

国立陽明交通大学 台湾
自然科学研究機構分子科学研究
所と国立交通大学理学部との学
術連携に関する覚書

学術交流及び共同研究等の実
施 2018.  6.  1 2023.  5.31

タイ国立ナノテクノロジー研究セ
ンター タイ

自然科学研究機構分子科学研
究所とタイ国立科学技術開発
庁ナノテクノロジー研究セン
ターとの分子科学分野におけ
る共同研究に関する覚書

分子科学分野における学術交
流及び共同研究等の実施 2017.10.30 2022.10.29

インド工科大学カンプール校 インド
自然科学研究機構分子科学研
究所とインド工科大学カン
プール校との分子科学分野に
おける共同研究に関する覚書

学術交流及び共同研究等の実
施 2020.  4.  1 2024.  3.31
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表 2　外国人研究者数の推移 （単位：人）

中期計画区分 第 4 期
年度 2022

外国人研究職員（客員） 1

日本学術振興会外国人招へい研究者 2

日本学術振興会外国人特別研究員 0

国際協力研究員
長期 18

短期 24

研究会参加者（オンライン参加者含） 12

招へい研究員等 17

合　計 74

国際協力研究員＝短期：施設利用者等（学生含む），長期：インターンシップ生等 

表 3　外国人研究者の延べ来所人数の国別内訳推移　（単位：人）

中期計画区分 第 4 期
年度 2022

フランス 19

ドイツ 5

イギリス 3

スウェーデン 7

フィンランド 2

スイス 3

アメリカ 9

中国 2

台湾 8

タイ 3

インド 6

その他 * 3

合　計 70

* その他に含まれる国は，チェコ，カナダ，マレーシア

表４　海外からの研究者（2022 年度）（web 版は削除）

1．外国人運営顧問

LEIGH, A. David  イギリス University of Manchester '23. 3. 6– '23. 3. 8
WEIDEMÜLLER, Matthias  ドイツ Heidelberg University '23. 3. 22– '23. 3. 28

2．外国人研究職員

AVARVARI, Narcis フランス Université d’Angers '22. 11. 3– '22. 12. 1
   '23. 3. 6– '23. 4. 7

3．日本学術振興会外国人招へい研究者

CHANDRA, Amalendu インド Indian Institute of Technology, Kanpur '22. 5. 18-'22. 7. 31
YU, Yan アメリカ Indiana University '22. 6. 20– '22. 7. 23

4．国際協力研究員

LEDOIGT, Magali フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 19
DUBERN, Lucie フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 19
MOLA AL YAHYA, Joa フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 23
MOREIRA, Joel フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 23
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BUTTIENS, Thomas  フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 26
CABRIERES, Marc  フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 19
MOUTAKANNI, Alix フランス École Nationale Supérieure de Chimie de Paris (ENSCP) '22. 4. 8– '22. 8. 29
DENECKER, Tom フランス Ecole Normale Supérieure Paris-Saclay '22. 4. 18– '22. 9. 3
KOCIK, Robin  フランス University Paris Saclay '22. 5. 21– '22. 8. 29
SILLY, Mathieu フランス Synchrotron Soleil '22. 8. 12– '22. 8. 31
SCHAAL, Maximilian ドイツ Univ. of Jena '22. 9. 14– '22. 8. 28
MALIK, Ravi インド Indian Institute of Technology, Kanpur '22. 10. 1– '23. 1. 30
CHANDRA, Abhilash インド Indian Institute of Technology, Kanpur '22. 10. 1– '23. 1. 30
MOHD ARIS, Muhammad Zhafran Bin マレーシア Universiti Malaya '22. 10. 3– '23. 3. 30
BOODSARIN, Sawatlon タイ Chulalongkorn University '22. 12. 6– '23. 1. 21
TETTEKPOE, Jean-Samuel フランス Ecole Polytechnique  '23. 3. 24– '23. 8. 31
POITRINAL, Martin フランス Ecole Polytechnique  '23. 3. 24– '23. 8. 31
MARTIN, Romain フランス Ecole Polytechnique  '23. 3. 24– '23. 8. 31
MANNA, Sujit インド Indian Institute of Technology, '22. 7. 12– '22. 7. 26
PATANEN, Minna フィンランド Oulu University '22. 7. 26– '22. 7. 30
MANSIKKALA, Leo フィンランド Oulu University '22. 7. 26– '22. 7. 30
CEOLIN, Denis フランス Synchrotron Soleil '22. 8. 15– '22. 8. 20
SAISOPA, Thanit タイ Rajamangala University of Technology Isan '22. 8. 15– '22. 8. 20
RATTANACHAI, Yuttakarn タイ Rajamangala University of Technology Isan '22. 8. 15– '22. 8. 20
ESCUSA DOS SANTOS, Luis Filipe スウェーデン University of Gothenburg '22. 8. 23– '22. 8. 27
MAHRT, Fabia スイス Paul Scherrer Institute '22. 8. 23– '22. 8. 27
KONG, Xiangrui スウェーデン University of Gothenburg '22. 8. 23– '22. 8. 27
LI, Linjie スウェーデン University of Gothenburg '22. 8. 23– '22. 8. 27
ALPERT, Peter スイス Paul Scherrer Institute '22. 8. 23– '22. 8. 27
CHUANG, Cheng-Hao 台湾 Tamkang University '22. 9. 6– '22. 9. 10
HUANG, Wun-Cin 台湾 Tamkang University '22. 9. 6– '22. 9. 10
RODRIGUEZ, Jan Sebastian Dominic 台湾 Tamkang University '22. 9. 6– '22. 9. 10
RÜHL, Eckart ドイツ Free University of Berlin '22. 9. 11– '22. 9. 17
   '23. 3. 11– '23. 3. 18
DONG, Chung-Li 台湾 Tamkang University '22. 12. 19– '22. 12. 24
TA, Thị Thúy Nga 台湾 National Yang Ming Chiao Tung University '22. 12. 19– '22. 12. 24
PAN, Chien-Lin 台湾 Tamkang University '22. 12. 19– '22. 12. 24
MANNU, Pandian 台湾 Tamkang University '22. 12. 19– '22. 12. 24
HUANG, Hou-Yi 台湾 Tamkang University '22. 12. 19– '22. 12. 24
HAO, Yuxin  中国 Northwest University, China '23. 2. 13– '23. 2. 18
   '23. 2. 28– '23. 3. 4
KONG, Xiangrui スウェーデン University of Gothenburg '23. 2. 13– '23. 2. 18
   '23. 2. 28– '23. 3. 4
FAURE, Nicolas スウェーデン University of Gothenburg '23. 2. 13– '23. 2. 18
   '23. 2. 28– '23. 3. 4
CHEN, Jie スイス ETH '23. 2. 28– '23. 3. 4

5．招へい研究員等

ANDERSON, Dana アメリカ Quantum Computing at ColdQuanta, Inc. '22. 6. 22– '22. 6. 29
   '23. 2. 13– '23. 2. 14
SIVAK, David  カナダ Simon Fraser University '22. 8. 1– '22. 8. 2
DELABRE, Antoine  フランス Lycée Faidherbe '22. 7. 4– '22. 8. 6
BARRE, Maxence フランス Lycée Faidherbe '22. 7. 4– '22. 8. 6
MARTHOURET, Hugo フランス Lycée Faidherbe '22. 7. 4– '22. 8. 6
VU, Huong T. イギリス University of Warwick '22. 9. 7– '22. 9. 8
KIM, Hyung J. アメリカ Carnegie Mellon University '22. 10. 3– '22. 10. 6
GRAHAM, Fleming アメリカ University of California, Berkeley and Lawrence Berkeley National Laboratory '22. 10. 5– '22. 10. 9
PETEK, Hrvoje アメリカ University of Pittsburgh  '22. 10. 14– '22. 10. 14
MAZUMDAR, Shyamalava インド Tata Institute of Fundamental Research (TIFR) '22. 11. 21– '22. 11. 22
GABRIELA, Schlau-Cohen アメリカ MIT '22. 11. 22– '22. 11. 23
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JELÍNEK, P. チェコ Institute of Physics of the Czech Academy of Sciences '22. 11. 28– '22. 11. 29
GRAHAM, Rosie イギリス University of Portsmouth '23. 1. 16– '23. 7. 31
MITRA, Rajib Kumar インド S. N. Bose National Centre For Basic Sciences '23. 2. 15– '23. 2. 16
PAUL, Lipman アメリカ Quantum Computing at ColdQuanta, Inc. '23. 2. 13– '23. 2. 14
JASON, Hyland アメリカ Quantum Computing at ColdQuanta, Inc. '23. 2. 13– '23. 2. 14
LEO, Karl ドイツ Dresden University of Technology '23. 3. 20– '23. 3. 20

3-2-2　岡崎コンファレンス
分子科学研究所では，1976 年（1975 年研究所創設の翌年）より 2000 年まで全国の分子科学研究者からの申請を受

けて小規模国際研究集会「岡崎コンファレンス」を年 2 ～ 3 回，合計 65 回開催し，それぞれの分野で世界トップク

ラスの研究者を数名招へいし，情報を相互に交換することによって分子科学研究所における研究活動を核にした当該

分野の研究を国際的に最高レベルに高める努力をしてきた。これは大学共同利用機関としての重要な活動であり，予

算的にも文部省から特別に支えられていた。しかし，1997 年以降，COE という考え方が大学共同利用機関以外の国

立大学等にも広く適用されるところとなり，大学共同利用機関として行う公募型の「岡崎コンファレンス」は，予算

的には新しく認定されるようになった COE 各機関がそれぞれ行う独自企画の中規模の国際シンポジウムの予算に切

り替わった。一方，法人化後，各法人で小～中規模の国際研究集会が独自の判断で開催できるようになり，分子科学

研究所が属する自然科学研究機構や総合研究大学院大学でその枠が整備されつつある。ただし，所属している複数の

機関がお互い連携して開催するのが主たる目的となっている。

このような背景の下，2006 年には全国の分子科学研究者の立案に基づく先導的な中小規模の国際研究会を開催する

枠組みを維持継続するために，運営交付金による分子研独自の事業として「岡崎コンファレンス」を再開した。同年

の第 66 回岡崎コンファレンスを皮切りに 2007 年以降は研究会の開催提案を広く公募し，全国共同利用による共同研

究の一環として継続的に開催してきた。しかしながら 2020 年以降は世界的コロナ禍のため岡崎コンファレンスとし

ての国際研究会の提案・採択が無く，本コンファレンスは 2019 年の第 80 回を最後に開催されていない。一方で，

2020–2021 年度には岡崎コンファレンスの枠組みとは別に分子研 PI が主導的に関与する web を利用した幾つかの国際

研究会や産学連携研究集会が開催されており，分子研研究会の新たな可能性を切り拓きつつある。2022 年以降はいわ

ゆる with-/after-corona の世界において国際研究集会のあり方も良くも悪くも変わらざるを得ないと考えられ，分子研

共同利用においても web 会議の環境整備・開催支援に注力しつつある。今後は研究会開催形式の変化にも柔軟に対応

し with-/after-corona における「岡崎コンファレンス」を始めとする分子研研究会の有効な実施方法を試行しつつ新た

な活性化を目指したい。

3-2-3　日韓共同研究
分子科学研究所と韓国科学技術院（KAIST，Korea Advanced Institute of Science and Technology）の間で，1984 年に

分子科学分野での共同研究プロジェクトの覚書が交わされ，日韓合同シンポジウムや韓国研究者の分子科学研究所へ

の招聘と研究交流が行われてきた。またこの覚書は 2004 年から 4 年ごとに更新を行っている。なお，韓国側の組織

体制の都合上，この覚書の中の日韓合同シンポジウムに関しては，2006 年に分子科学研究所と韓国化学会物理化学ディ

ビジョン（Physical Chemistry Division, The Korean Chemical Society）との間のものに変更して更新されている。

日韓合同シンポジウムは第 1 回を 1984 年 5 月に分子科学研究所で開催して以来，2 年ごとに日韓両国間で交互に実

施している。これまでの開催履歴は一覧表のとおりである。第 11 回シンポジウム「分子科学の最前線」（分子科学研
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究所，2005 年 3 月）は，文部科学省の「日韓友情年 2005（進もう未来へ，一緒に世界へ）」記念事業としても認定さ

れた。第 16 回シンポジウムは，当初 2015 年 7 月に釜山にて開催予定であったが，時に流行した MERS（中東呼吸器

症候群）の懸念により開催が直前に断念され，運営スタッフの交代とともに開催延期となり 2017 年 7 月に釜山にて

IBS（Institute for Basic Science）特別セッションなどを含めた通例より大規模な会議が開催された。第 17 回シンポジ

ウム「Advances in Materials and Molecular Sciences」は，2019 年 7 月に名古屋にて，新学術領域研究「光合成分子機構

の学理解明と時空間制御による革新的光－物質変換系の創製」との共催で実施された。日本側 11 件，韓国側 12 件の

講演と 19 件のポスターセッションがあった。次回第 18 回は 2023 年韓国にて開催予定で，今後も日韓両国の研究者

による活発な研究・人材交流が進むことが期待される。

開催一覧

回 開催年月 主テーマ 開催場所

1 1984 年 5 月 理論化学 分子科学研究所

2 1986 年 5 月 NA ソウル（韓国）

3 1988 年 6 月 化学反応 分子科学研究所

4 1991 年 3 月 凝縮系の分子科学 ソウル（韓国）

5 1993 年 1 月 分子及び分子集合体の動的過程 分子科学研究所

6 1995 年 2 月 Molecular Science on Solid and Solid Surface テジョン（韓国）

7 1997 年 1 月 Molecular Spectroscopy of Clusters and Related Compounds 分子科学研究所

8 1999 年 1 月 Molecular Spectroscopy and Theoretical Chemistry テジョン（韓国）

9 2001 年 1 月 気相，凝縮相および生体系の光化学過程：実験と理論の
協力的展開 分子科学研究所

10 2003 年 1 月 理論化学と計算化学：分子の構造，性質，設計 浦項工科大学（韓国）

11 2005 年 3 月 分子科学の最前線 分子科学研究所

12 2007 年 7 月 光分子科学の最前線 済州島（韓国）

13 2009 年 7 月 物質分子科学・生命分子科学における化学ダイナミクス 淡路島

14 2011 年 7 月 New Visions for Spectroscopy & Computation: 
Temporal and Spatial Adventures of Molecular Science

釜山（韓国）

15 2013 年 7 月 Herarchical Structure from Quantum to Functions of 
Biological System

神戸

16 2017 年 7 月 Frontiers in Molecular Science: Structure, Dynamics, 
and Function of Molecules and Complexes

釜山（韓国）

17 2019 年 7 月 Advances in Materials and Molecular Sciences 名古屋


